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 令和 6年 1月 1日、能登半島を中心とし、新潟県、富山県、石川県、福井県、岐阜県の広

域にわたり最大震度 7の地震が発生し、道路の寸断、土砂災害、斜面災害、津波災害などが

多数発生いたしました。お亡くなりになった方々のご冥福をお祈り申しあげるとともに、被

災された皆様に心からお見舞いを申しあげます。また一日も早い復旧、復興を願っておりま

す。 

日本応用地質学会では令和 6 年能登半島地震による災害に対して、令和 6 年 1 月 2 日に

災害対応本部を設置し、災害対応本部による審議の上、令和 6年 1月 23 日開催の理事会に

て「令和 6年能登半島地震災害調査団」を設立することを決議しました。 

この災害調査団は、調査団長を大谷具幸中部支部長、副団長を稲垣秀輝災害地質研究部会

長、幹事長を小俣雅志応用地形学研究部会長とし、被災地が所在する中部支部、北陸支部、

関西支部および災害地質研究部会、応用地形学研究部会、土木地質研究部会、火山地域にお

ける応用地質学的諸問題に関する研究小委員会の委員を中心として調査団を構成すること

になりました。 

なお、調査団員については、調査テーマを設定のうえ一般会員からの参加も求める予定で

あり、後日皆様にご案内させて頂きます。 


